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表紙の写真
キンポウゲ科のAconitumcarmichaeliDebeauxハナトリカブト、塩附子、川烏頭、草烏頭mesaconitine
（中国四川省安県にて、2002年９月22日、小松かつ子撮影）
Aconitumcarmichaeliの塊根を修治したものが附子であり、日本薬局方には修治法の異なる３種類のブシが
収載される。それぞれは総アルカロイド含量の規格も異なり、ブシ１は0.7～1.5%、ブシ２は0.1～0.6%、ブシ
３は0.5～0.9%。強壮、利尿、強心、鎮痛薬として新陳代謝機能の賦活、身体四肢関節の麻痺疼痛、虚弱体質者
の腹痛、下痢、冷感などに応用する。各ブシの使い分けの科学的根拠の蓄積が待たれる。
